
基板対基板コネクタ

静電容量式タッチパネル

Micro-USB コネクタ

スライドスイッチ

第91期 経営報告書
2012年4月1日から2013年3月31日まで
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1 SMK CORPORATION

　平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。

　ここに、当社グループ第９1期（2012年4月1日～2013

年3月31日）の事業の概況、業績等につきましてご報告

申し上げます。

　株主の皆様におかれましては、今後とも変わらぬご支援、

ご鞭撻を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

変化を捉えて、成長へ

SMK 行動指針

1
2
3
4
5

社会への貢献を考え、
誇りと自信をもって行動する。 
ユーザーの立場を考え、
熱意と誠意をもって行動する。 
高い目標を考え、
失敗を恐れぬ勇気をもって行動する。 
明るい社風づくりを考え、
信頼と尊重をもって行動する。 
世界の中のSMKを考え、
国際的視野をもって行動する。 

CONTENTS

トップメッセージ
事業部門別の概況（連結） 
新製品ご紹介 
トピックス
連結財務データ 
コーポレートデータ
株式情報 
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● ごあいさつ

トップメッセージ To Our Shareholders

SMKは可能性の追求を通して
総合的な高度技術により、
情報社会の発展に寄与する。 

SMK 企業理念
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2SMK CORPORATION

　当期における世界経済は、欧州債務問題の継

続、中国をはじめとする新興国の経済成長の鈍

化もあり先行き不透明な状況で推移いたしまし

た。日本経済も、超円高、エネルギー問題など

の影響を受け、厳しい状況が継続いたしました。

　当電子部品業界におきましては、スマートフォ

ン、タブレットPCなどの急速な普及により情報通

信向け、海外での伸長が大きい自動車向け、環

境市場向け部品などを中心に堅調でありました

が、薄型TVを筆頭とするデジタル家電向けにつ

いては引き続き低水準で推移いたしました。

　このような状況の下、当社は労務費や経費削

減、設備投資抑制、国内外の事業所統廃合とい

った企業体質強化に向けた様々な施策を行ってま

いりました。また、積極的な新商品の投入、中

国、欧米の販売拠点拡充による営業力強化、さ

らに当社技術展「TEXPO 2012」の開催と個別

展示会mini TEXPOの展開による得意先への新

技術のPRに努めてまいりましたが、当期の連結

売上高は前期比で減収となり、収益につきまして

も前期に続き厳しい結果となりました。

　2013年に入り、米国経済の持ち直し、安倍新

政権の経済政策への期待感による円高是正と株

価の回復により明るい兆しも見え始め、今後、経

済は回復基調に向かうことが予想されます。当社

は、業績向上に向けた取組みとして、引き続き

経費削減などの経営体質のスリム化による効率

的な経営と体質の強化を徹底してまいります。ま

た、成長が期待される新興国市場への機敏な取

り組み、通信市場、カーエレクトロニクス市場で

のシェア拡大、環境関連、ヘルスケア関連など

の新市場への注力などにより、環境の変化に対

応し、成長を継続できる企業体質づくりに万全の

努力をしてまいります。

2013年6月

● 当期の概況

● 新成長戦略の実践と変化に
　 対応できる企業体質の確立

代 表 取 締 役 会 長 代 表 取 締 役 社 長
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3 SMK CORPORATION

　SMKが生産する数々の電子部品やコンポーネンツは、国
内そして世界のエレクトロニクス業界で広く使用されていま
す。その市場は「コミュニケーション」「インフォメーション」

「ホームアプライアンス」「インダストリー」「カーエレクトロ
ニクス」「オーディオビジュアル」「エコマーケット」に大別
されます。
　これら幅広い分野で、つねに市場のニーズに応えた製品
を開発するために、商品企画から設計、量産までを担当す
る の が、「CS（Connection System） 事 業 部 」「FC

（Functional Components）事業部」「TP（Touch Panel）
事業部」の3つの事業部と、主に新規分野等の製品の設計、
開発を担当する「開発センター」です。
　ここでは、3つの事業部の事業部門別の概況をご報告
します。

［主要品目］
● 同軸コネクタ
● FPCコネクタ
● 基板対基板コネクタ
● ジャック

CS事業部 Connection System Division

［主要品目］
● リモコン
● スイッチ
● Bluetooth®ユニット
● カメラモジュール

FC事業部 Functional Components Division

［主要品目］
● 抵抗式タッチパネル
● 静電容量式
　 タッチパネル
● 光学式タッチパネル

TP事業部 Touch Panel Division

売上高
54,475
百万円

CS事業部
25,498百万円

46.8%

その他
251百万円
0.5%TP事業部

9,923百万円
18.2%

FC事業部
18,803百万円
34.5%

事業部門別の概況（連結） Review of Segment
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4SMK CORPORATION

　主力のIT市場では大手得意先のスマートフォン･タブレット端末の新モ
デルに採用が進んだほか、中華圏メーカー向けも好調に増加いたしまし
た。さらに、車載向けが堅調に推移したことに加え、環境分野でのメガ
ソーラー向けの太陽光発電モジュールの採用拡大が進んだことなどによ
り、売上は前年より大きく伸張いたしました。しかし、AV市場の落ち込
みやモバイルゲーム機の不調および通信市場における一部主要得意先の不
調が響き、計画までは達成することができませんでした。
　情報通信・自動車・環境市場を重点市場とし、これからも伸びる市場・
セットに向けた新製品開発を進めてまいります。

　下半期からの急激な日系薄型TVを中心としたデジタル家電の販売不振、
当社部品採用のスマートフォンメーカーのシェアダウンによる販売低迷が
続きましたが、第2四半期を受注ボトムに、第4四半期からエアコン関連、
欧米でのセットトップボックス関連の新製品が立ち上がり販売に寄与して
回復基調へ転じました。しかしながら全体としては低調でした。
　今後も期待の省エネで注目される住宅設備・エアコン関連やセットトッ
プボックスを中心とした映像関連および車載・環境関連にも注力して事業
の拡大を図ってまいります。

　車載市場向けは、北米車両メーカー向けカーナビゲーション用タッチパ
ネルが旺盛な引き合いにより高水準の売上で推移いたしました。また、
ATM用光学式タッチパネルも中国市場向けの需要の拡大により順調に売
上を伸ばしました。しかしながら、スマートフォン市場向けタッチパネル
は熾烈な価格競争により苦戦を強いられ、大きく落ち込みました。
　大幅な伸長が見込まれる車載市場にはさらなる販売拡大を目指し、ス
マートフォン、タブレット市場向けには、静電容量式タッチパネルを中心
として再挑戦してまいります。

上記以外にも「その他」として2億5千1百万円の売上高があり、開発センターの売上高は「その他」に含まれます。

Connection System Division

Touch Panel Division

27,712
23,242 22,639

25,498

2010年
3月

2011年
3月

2012年
3月

2013年
3月

0

10,000

20,000

30,000

27,521
30,080

22,049
18,803
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3月
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3月
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3月
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3月

0

10,000

20,000

30,000

40,000

8,952 8,350

10,418 9,923
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3月

2011年
3月
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3月

2013年
3月

0

3,000

6,000

9,000

12,000

売上高 （単位：百万円）

売上高 （単位：百万円）

売上高 （単位：百万円）
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5 SMK CORPORATION

　近年、カーナビゲーションやパソコンなど様々な機器に
タッチパネルが搭載されるようになってきておりますが、
安全面や衛生面などからタッチレス操作へのニーズが高ま
ってきています。本製品は、独自の静電容量検出方式によ

り高感度化が可能となり、カメラ
や赤外線センサなしでタッチレス
操作を実現いたしました。
　今後当社は、様々な用途に展開さ
れると想定されるタッチレス操作パ
ネルの製品化に向けた作業を進め、
事業の拡大を図ってまいります。

　現行の車載カメラは30万画素
が主流ですが、大型ディスプレ
イやセンシング機能に対応する
ため、高解像度100万画素のカ
メラモジュールを車載用途とし
て世界に先駆けて開発・量産を
開始いたしました。本製品はデ
ジタル信号をLVDS方式で出力
します。また、CMOSセンサーを使用しており、トンネル
の出入り口など照度の異なる環境で明るい所と暗い所を同
時に撮像するハイダイナミックレンジの画像が可能です。

　省エネ効果が期待されるLED
照明用として、このたびCOB 
LEDパッケージ用のソケットを
開発し、製品レパートリーに追
加いたしました。
　本製品は、LEDの熱をヒート
シンクへ放熱させる下カバーと
上カバーの2部品で構成され、
組立作業性、信頼性の大幅向上に寄与する構造になってお
ります。今後も市場のニーズに応えた製品開発を行ってま
いります。

　タッチパネルの外形は四角形が一般的ですが、最近はデ
ザイン性の訴求により四隅をなだらかな曲面にしたり、一
部に穴を開けるなど多種多様な形状が求められるようにな
ってきました。これら市場
要求に応えるため、特殊な
化学処理方法により様々な
外形形状を可能にする技術
を確立させ、静電容量式タ
ッチパネルの外形デザイン
にさらなる自由度を持たせ
ることに成功いたしました。

開発センター
タッチレス操作パネル

TP事業部
異形加工 静電容量式タッチパネル

CS事業部
LED照明用コネクタ（COBタイプ）
LT-10／LT-11シリーズ

FC事業部
100万画素 車載カメラモジュール

（MDC100シリーズ）

主な用途：カーナビ、PC、
ゲームコントローラ、医療機
器等

主な用途：COBタイプLEDを
用いた高天井用照明、道路灯
など照明器具全般

主な用途：車載用ビューカメラ、
センシングカメラ、セキュリテ
ィーカメラ等

主な用途：スマートフォン、タブレッ
ト、カーナビ等

新製品ご紹介 New Product

LT-10シリーズ

LT-11シリーズ
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6SMK CORPORATION

SMK Electronica S.A. DE C.V.
TIJUANA，MEXICO

2 メキシコ工場を統合、
ワンサイトオペレーションを開始

1 展示会情報
TEXPO2012 ー miniTEXPO2012

　当社は、メキシコの生産事業所 「SMK Electronica S.A. DE 
C.V.」を移転し、2013年1月より操業を開始いたしました。
　従来のメキシコ工場は2箇所に3つの工場が分散していま
したが、これを約10キロ離れたサイトに移転し、1箇所に
統合することにより、効率的なマネジメントを可能とする
ワンサイトオペレーションを実現いたします。
　また、将来の需要増による生産規模拡充に対応できるよ
う、従来の合計スペース13,962㎡を14,790㎡に拡大した
ほか、品質および内製化の向上を図っています。
　新メキシコ工場は北米市場のみならず、拡大が見込める
中南米市場でのデジタル家電、自動車その他の需要増に対
応するものです。今後も現地での製造・販売拠点が一体と
なった取り組みを通じ、北米・中南米市場のお客様に対し、
よりスムーズでフレキシブルに製品を提供してまいります。

　2012年6月6日（水）～
8日（金）の3日間、東京・
品川のガーデンシティ品
川において当社技術展

「TEXPO2012」を開催
いたしました。1985年に
第1回を開催し、第8回目
となる今 回 はテ ー マコ
ピーを「人、環境、未来

へスマートナビゲート」とし、新製品や最新技術等、約300
点を展示いたしました。デモンストレーションを多く取り入れ、
ご来場者に高い評価をいただきました。期間中は、2,430名
の方にご来場いただくことができました。

　2012年7月から2013年3月
にかけては、個別展示会 ｢mini 
TEXPO2012｣ を開催し、国
内外の取引先の方々を直接ご
訪問して、｢TEXPO2012｣ で
出展した新製品、新技術を
ご紹介させていただきまし
た。国内・海外合わせて93
回開催し、約4,500名の方に
当社の製品および技術力を
アピールすることができま
した。

トピックス Topics
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7 SMK CORPORATION

第91期
2013年3月31日

第90期
2012年3月31日

資産の部

流動資産 32,633 33,485

固定資産 19,864 20,397

　有形固定資産 16,705 16,199

　無形固定資産 312 390

　投資その他の資産 2,846 3,808

資産合計 52,498 53,883

負債の部

流動負債 19,164 22,556

固定負債 5,129 3,069

負債合計 24,293 25,626

純資産の部

株主資本 30,798 31,572

　資本金 7,996 7,996

　資本剰余金 12,345 12,345

　利益剰余金 14,154 14,784

　自己株式 △ 3,698 △ 3,554

その他の包括利益累計額 △ 2,672 △ 3,352

新株予約権 78 32

少数株主持分 ー 5

純資産合計 28,204 28,257

負債純資産合計 52,498 53,883

連結貸借対照表 （単位：百万円）

連結財務データ Consolidated Financial Data

業績の推移 連結財務諸表（要旨）

72,742
64,371 61,914

55,340 54,475
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売上高 （単位：百万円）
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0
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経常利益 （単位：百万円）
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当期純利益 （単位：百万円）
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8SMK CORPORATION

第91期
自2012年4月  1日
至2013年3月31日

第90期
自2011年4月  1日
至2012年3月31日

　 売上高 54,475 55,340
　 売上原価 47,047 48,564
　 売上総利益 7,428 6,776
　 販売費及び一般管理費 8,281 7,942
　 営業損失（△） △ 853 △ 1,166
❶ 営業外収益 2,950 890
　 営業外費用 520 807
　 経常利益又は経常損失（△） 1,576 △ 1,083
　 特別利益 503 280
　 特別損失 732 173
　 税金等調整前当期純利益又は
　 税金等調整前当期純損失（△） 1,347 △ 977

❷ 法人税等 1,551 △ 178
　 少数株主損益調整前当期純損失（△） △ 203 △ 798
　 少数株主利益又は少数株主損失（△） △ 5 0
　 当期純損失（△） △ 198 △ 799

第91期
自2012年4月  1日
至2013年3月31日

第90期
自2011年4月  1日
至2012年3月31日

営業活動による
キャッシュ・フロー 5,310 2,001

投資活動による
キャッシュ・フロー △ 3,402 △ 3,764

財務活動による
キャッシュ・フロー △ 1,360 2,686

現金及び
現金同等物に係る換算差額 △ 307 84

現金及び
現金同等物の増減額（△は減少） 241 1,006

現金及び現金同等物の期首残高 8,389 7,382

現金及び現金同等物の期末残高 8,630 8,389

連結損益計算書 （単位：百万円） 連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：百万円）

連結株主資本等変動計算書（第91期　2012年4月1日から2013年3月31日まで） （単位：百万円）

株主資本 その他の包括利益累計額
新株

予約権
少数株主

持分
純資産
合計資本金 資本

剰余金
利益

剰余金 自己株式 株主資本
合計

その他有価証
券評価差額金

為替換算
調整勘定

その他の包括
利益累計額合計

当期首残高 7,996 12,345 14,784 △ 3,554 31,572 147 △ 3,499 △ 3,352  32 5 28,257
当期変動額
　剰余金の配当 △ 432 △ 432 △ 432
　当期純損失（△） △ 198 △ 198 △ 198
　自己株式の取得 △ 143 △ 143 △ 143
　自己株式の処分 △ 0 0 0 0
　株主資本以外の項目
　の当期変動額（純額） △ 77 757 680 45 △ 5 721

当期変動額合計 ー △ 0 △ 630 △ 143 △ 773 △ 77 757 680 45 △ 5 △ 52
当期末残高 7,996 12,345 14,154 △ 3,698 30,798 69 △ 2,742 △ 2,672  78 ー 28,204

検索SMK IR詳細な財務情報は

POINT ❶　営業外収益
為替差益19億６千３百万円を計上いた
しました。

POINT ❷　法人税等
繰延税金資産の一部取崩しによる法人
税等調整額の計上を含みます。

POINT ❸　1株当たり配当金
期末配当金を１株当たり５円とさせてい
ただきました。
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9 SMK CORPORATION

商　　号 SMK株式会社
英文社名 SMK Corporation
設　　立 1929年（昭和4年）1月15日
資 本 金 7,996,828,021円
従業員数（SMKグループ） 7,121名
本　　社 〒142－8511

東京都品川区戸越6丁目5番5号
TEL (03)3785-1111(代表)
FAX (03)3785-1878
ホームページアドレス
http://www.smk.co.jp/

ゲートシティオフィス 北陸営業所
大阪支店 福岡営業所
名古屋支店 富山事業所・富山テクノロジーセンター
茨城営業所 ひたち事業所

海外拠点　
台湾・香港・中国・シンガポール・フィリピン・韓国・
マレーシア・ベルギー・ドイツ・イギリス・フランス・
ハンガリー・アメリカ・メキシコ

会社概要

当社ホームページのご案内

役員一覧（2013年6月21日現在）

事業所一覧

取締役および監査役
代 表 取 締 役 会 長 中村　哲也
代 表 取 締 役 社 長 池田　靖光
取 締 役 副 社 長 櫻井　慶雄
取締役常務執行役員 角　　芳幸
取 締 役 棚橋　祐治　
常 勤 監 査 役 池田　彰孝
監 査 役 山田　　一
監 査 役 杉原　幸一郎
監 査 役 中島　　成
執行役員
常 務 執 行 役 員 ポール・エバンス
常 務 執 行 役 員 若林　幹雄
常 務 執 行 役 員 大垣　幸平
執 行 役 員 松本　秀夫
執 行 役 員 磯田　　勉
執 行 役 員 宮川　　宏
執 行 役 員 柳　　茂哉
執 行 役 員 石橋　竹己
執 行 役 員 関　　晴孝
執 行 役 員 池尾　政信

当社ホームページでは最新のニュースリ
リース、IR情報、製品情報、CSR・環境活
動への取り組みなどもご覧いただけます。

● トップページ ● IR情報トップページ

http://www.smk.co.jp/URL

SMK 検索

コーポレートデータ（2013年3月31日現在） Corporate Data
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10SMK CORPORATION

株式情報（2013年3月31日現在） Stock Information

株主名 持株数（千株） 持株比率（％）

日本生命保険相互会社 3,601 5.05

株式会社みずほコーポレート銀行 3,531 4.94

大日本印刷株式会社 3,200 4.48

SMK協力業者持株会 3,008 4.21

株式会社三菱東京UFJ銀行 2,508 3.51

SMK社員持株会 1,969 2.76

三菱UFJ信託銀行株式会社 1,937 2.71

財団法人昭和池田記念財団 1,500 2.10

池田　彰孝 1,471 2.06

明治安田生命保険相互会社 1,379 1.93

発行可能株式総数 195,961,274株

発行済株式の総数 79,000,000株

株主数 10,371名

大株主（上位10名）

株式の状況
株主メモ

（注） 当社は自己株式7,620千株を保有しておりますが、上記大株主からは除外しており、
また、上記持株比率は自己株式を控除して計算しております。

事業年度 4月1日～翌年3月31日
定時株主総会 6月開催
期末配当金
受領株主確定日 3月31日

中間配当金
受領株主確定日 9月30日

定時株主総会の基準日 3月31日
上記のほか必要があるときは、
あらかじめ公告して定めます。

公告掲載URL http://www.smk.co.jp/
上場取引所 東京証券取引所（市場第一部）
証券コード 6798
株主名簿管理人および
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同連絡先 三菱UFJ信託銀行株式会社
証券代行部
〒137-8081
東京都江東区
東砂7丁目10番11号
TEL 0120-232-711（通話料無料）
ホームページアドレス
http://www.tr.mufg.jp/daikou/

1千株未満
2,110名（20.34%）
340,821株（0.43%）

1千～10千株未満  
7,521名（72.52%）

16,242,113株（20.56%）

10千～100千株未満  
669名（6.46%）

14,171,161株（17.94%）

100千～500千株未満  
55名（0.53%）

12,567,160株（15.91%）

500千株以上
16名（0.15%）
35,678,745株（45.16%）
内円：人数別シェア
外円：株数別シェア
■ 1千株未満
■ 1千～10千株未満
■ 10千～100千株未満
■ 100千～500千株未満
■ 500千株以上

所有株数別
分布状況

金融商品取引業者
925,751株
1.17%

事業会社･その他法人
11,413,948株

14.45%

外国人
3,643,581株

4.61%

個人・その他
42,163,035株

53.37%

金融機関
20,853,685株
26.40%

所有者別
分布状況
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株式事務のお手続き 単元未満株式(1,000株未満の株式)の
買増・買取請求のご案内株主名簿管理人および特別口座の口座管理機関

三菱UFJ信託銀行株式会社

同連絡先
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
〒137-8081 東京都江東区東砂7丁目10番11号
TEL：0120-232-711(通話料無料)
ホームページアドレス http://www.tr.mufg.jp/daikou/

株式に関するお問合せ先・お手続き先
株式に関するお問合せ先および株主様の住所変更、
単元未満株式の買増・買取請求、特別口座から証券
会社の口座へのお振替、配当金のお振込等のお手続
き窓口は、次のとおりとなります。

1. 証券会社の口座で株式をご所有の株主様： 
　 株主様が口座を開設されている証券会社の本支店

2. 特別口座で株式をご所有の株主様： 
　 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
   （上記「株主名簿管理人および特別口座の口座

管理機関」の連絡先をご参照ください。）　
なお、未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信
託銀行本支店でお支払いいたします。

当社では、「単元未満株式の買取請求制度」および
「単元未満株式の買増請求制度」を採用しておりま
すので、ぜひお手続きくださいますようご案内申
し上げます。

〒142－8511 東京都品川区戸越6丁目5番5号
TEL (03)3785-1111(代表)　FAX (03)3785-1878
ホームページアドレス http://www.smk.co.jp/

● 買取・買増請求制度の例（ 1,700株ご所有の場合）

700株
当社が買取

単元株数
1,000株に

300株
買増

単元株数
2,000株に

買取請求
をご利用

買増請求
をご利用

1,700株

1,000株
（単元株式）

700株
（単元未満株式）

＝

+

株式会社
見やすく読みまちが
えにくいユニバーサ
ルデザインフォント
を採用しています。
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